
国立大学法人琉球大学の平成２６事業年度財務諸表の概要について 

１．はじめに

国立大学法人琉球大学の平成 26 事業年度財務諸表につきまして、平成 27 年 8 月

31 日付で文部科学大臣から承認を受けましたので、公表いたします。 

本財務諸表は、企業会計原則を基本としつつ、国立大学法人固有の制度的特徴を加

味した「国立大学法人会計基準」及び実務指針等に則り作成したものであり、本学の

財政状態及び運営状況を表すものとして貸借対照表、損益計算書など企業会計に準じ

た形式で作成されております。 

もとより、琉球大学をはじめ国立大学法人は営利を目的としていません。琉球大学

における財務運営は、琉球大学の教育・研究・診療・地域貢献活動等の充実や発展を

図りつつ、有為な人材を輩出することを目的に運営しているものであります。その運

営については、国税から投入される運営費交付金と、学生納付金収入や附属病院収入

等の自己収入等をもって業務が実施されます。 

したがって、当該財務諸表は、その利用者である国民その他の利害関係者に対して

利用目的に適合した有用な内容を提供するものとして作成したものであります。 

２．平成２６事業年度決算の概要

貸借対照表【財政状態】

（資 産） 

本学が保有する資産の総額は約 497 億 16 百万円であり、前事業年度比 1.3%（約

6 億 83 百万円）の増となっております。 

資産の主な増減要因としては、建物が地域創生総合研究棟、熱帯生物圏研究セン

ター瀬底研究施設の新管理棟及び救急災害医療棟等の新営により 19 億 64 百万円

増（8.3%増）の 254 億 31 百万円となったこと、構築物が特別高圧受変電設備等

の新規取得により 2 億 93 百万円増（12.4%増）の 26 億 52 百万円となったこと、

また工具器具備品の新規取得が前年度より 1 億 73 百万円減（0.8%減）になった

一方、減価償却累計額が 7 億 23 百万円減（5.3%減）により、帳簿価格が 5 億 49

百万円増（8.8%増）となったことが挙げられます。 

一方で、建物が減価償却等により 9 億 32 百万円減（9.7%減）の 104 億 81 百

万円及び構築物が減価償却等により 1 億 1 百万円減（7.6%減）の 14 億 26 百万

円及び地域創生総合研究棟、熱帯生物圏研究センター瀬底研究施設の管理棟等の完

成に伴い、建設仮勘定が 7 億 47 百万円減（99.7%減）の 1 百万円となったこと

が挙げられます。 

（負 債） 

負債の総額は約 243 億 77 百万円であり、前事業年度比 1.7%（約 4 億 37 百万

円）の減となっております。 

負債の主な増減要因としては、リース資産の新規取得により長期リース債務が

16 億 40 百万円増（162.4%増）の 26 億 50 百万円となったこと、退職給付にか

かる会計処理をより適正に行うため、退職給付債務の計算方法を簡便法から原則法

へ変更したことにより退職給付引当金が 2 億 61 百万円増（195.9%増）の 3 億

95 百万円となったことが挙げられます。 

一方で、運営費交付金や補助金等を財源にした固定資産の除却や過年度より繰越

した仮勘定見返負債から費用への見合いで資産見返負債等が 6 億 32 百万円減

（7.2%減）の 80 億 98 百万円となったこと、復興関連事業費や退職手当に係る繰



越額等の減少により、運営費交付金債務が 5 億 57 百万円減（63.1%減）の 3 億

24 百万円となったこと及び国立大学財務・経営センター債務負担金が償還により

3 億 73 百万円減（16.3%減）の 19 億 3 百万円となったことが挙げられます。 

（純資産） 

純資産の総額は約 253 億 39 百万円であり、前事業年度比 4.6%（約 11 億 20

百万円）の増となっております。 

純資産の主な増減要因としては、資本剰余金が施設整備費補助金を財源とした固

定資産の取得等により 13 億 22 百万円増（13.8%増）の 108 億 43 百万円とな

ったこと、平成 25 年度決算剰余金が繰越承認されたことにより 88 百万円増

（28.7%増）の 3 億 95 百万円となったこと及び当期未処分利益が 31 百万円増

（8.1%増）の 4 億 16 百万円となったことが挙げられます。 

一方で、特定償却資産及び特定除去資産に係る減価償却が進行したことにより資

本剰余金の控除項目である損益外減価償却累計額等が 6 億 14 百万円増（7.6%増）

の 86 億 68 百万円となったことが挙げられます。 

損益計算書【運営状況】 

（費用の状況） 

経常費用の総額は約 367 億 66 百万円であり、前事業年度比 5.1%（約 18 億 12

百万円）の増となっております。 

費用の主な増減要因としては、受託研究費の受入増に伴い受託研究費が 2 億 33

百万円増（25.3%増）の 11 億 57 百万円になったこと、年々増加する資料による

書架の狭隘化の対策として重複図書資料等を除却し図書費が増加したことにより教

育研究支援経費が 59 百万円増（11.8%増）の 5 億 63 百万円となったこと、人事

院勧告に基づく給与改定等により人件費が 15 億 34 百万円増（8.6%増）の 193

億 5 百万円となったことが挙げられます。 

一方で、一般管理費が 89 百万円減（7.8%減）の 10 億 48 百万円となったこと

が挙げられます。 

（収益の状況） 

経常収益の総額は約 371 億 87 百万円であり、前事業年度比 5.3%（約 18 億 87

百万円）の増となっております。 

収益の主な増減要因としては、給与改定臨時特例法の影響（減額分の回復）及び

退職手当の増加により、運営費交付金収益が 9 億 86 百万円増（8.7%増）の 122

億 52 百万円となったことや、手術件数、IMRT（放射線治療）、PET 診断件数の

増、看護体制加算及び診療録管理加算の取得などにより、附属病院収益が 7 億 28

百万円増（4.6%増）の 163 億 11 百万円となったことが挙げられます。さらに、

外部資金獲得に務めた結果、受託研究収益が 2 億 47 百万円増（25.8%増）の 12

億 6 百万円となったこと及び寄附金収益が 79 百万円増（14.2%増）の 6 億 39

百万円となったこと、施設費を活用した建物増に伴う修繕費及び移設撤去費の増加

による施設費収益が 28 百万円増（68.7%増）の 71 百万円となったことが挙げら

れます。 

一方で、過年度からの繰越分の減少により補助金等収益が 4 億円減（43.6%減）

の 5 億 17 百万円となったことが挙げられます。 

（当期総利益） 

当期総利益の総額は、約 4 億 16 百万円であり、前事業年度比 8.1%（約 31 百万

円）の増となっております。 



３．おわりに 

国立大学法人である琉球大学は、公共・公益性の観点から大学の財務情報、運営情

報を公表し、明らかにする説明責任を有しております。今後ともホームページや財務

報告書等の冊子により情報発信することで、広く国民の皆様にご理解いただけるもの

と考えております。 

皆様の更なるご理解とご支援の程、よろしくお願い申し上げます。 

                      国立大学法人琉球大学 

                       理事（総務・財務・施設担当） 

                              小島 浩孝 



【貸借対照表の概要】

〔資産の部〕 〔負債の部〕

25年度 26年度
対前年度
増減

25年度 26年度
対前年度
増減

 固定資産  固定負債
土地 12,748 12,748 0 資産見返負債 8,731 8,098 ▲ 633
建物 13,915 14,947 1,032 財セ債務負担金 1,903 1,563 ▲ 340
構築物 1,033 1,225 192 長期借入金 3,179 2,940 ▲ 239
工具器具備品 6,204 6,753 549 長期未払金 2,496 3,961 1,465
図書 3,996 3,923 ▲ 73 資産除去債務 244 250 6
美術品・収蔵品 107 108 1 その他 196 459 263
ソフトウェア 92 75 ▲ 17
投資有価証券 402 0 ▲ 402  流動負債
その他 805 49 ▲ 756 運営費交付金債務 881 324 ▲ 557

寄附金債務 1,382 1,247 ▲ 135
 流動資産 前受受託研究費等 97 133 36
現金及び預金 5,425 4,942 ▲ 483 一年以内財セ債務負担金 373 339 ▲ 34
未収学生納付金収入 58 63 5 一年以内長期借入金 477 494 17
未収附属病院収入 2,842 3,096 254 未払金 3,552 3,394 ▲ 158
有価証券 100 401 301 その他 1,297 1,167 ▲ 130
医薬品及び診療材料 392 365 ▲ 27 負債合計 24,814 24,377 ▲ 437
その他 907 1,015 108

〔純資産の部〕
資本金 14,872 14,872 0
資本剰余金 1,444 2,148 704
前中期目標期間繰越積立金 6,422 6,422 0
目的積立金 307 395 88
積立金 786 1,083 297
当期未処分利益 384 416 32

純資産合計 24,218 25,339 1,121
資産合計 49,033 49,716 683 負債・純資産合計 49,033 49,716 683

【損益計算書の概要】

25年度 26年度
対前年度
増減

25年度 26年度
対前年度
増減

 経常費用  経常収益
教育経費 2,013 1,874 ▲ 139 運営費交付金収益 11,265 12,252 987
研究経費 1,867 1,939 72 学生納付金収益 4,408 4,471 63
診療経費 10,291 10,457 166 附属病院収益 15,583 16,311 728
教育研究支援経費 503 563 60 受託研究・受託事業等収益 1,180 1,435 255
受託研究・事業費等 1,141 1,376 235 寄附金収益 559 639 80
人件費 17,771 19,305 1,534 補助金等収益 917 517 ▲ 400
一般管理費 1,137 1,048 ▲ 89 資産見返負債戻入 970 1,096 126
財務費用 214 185 ▲ 29 その他 414 464 50
その他 12 16 4 経常収益計 35,299 37,187 1,888

経常費用計 34,953 36,766 1,813
臨時損失 10 29 19 臨時利益 49 25 ▲ 24

当期総利益 384 416 32 前中期目標期間繰越積立金取崩額 0 0 0
目的積立金取崩額 0 0 0

　　（注）表示単位未満を切り捨てしており、計は必ずしも一致しません。

単位：百万円
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